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１．次 第 

 

日 時；平成 25 年 11 月 17 日（日） 午後 1 時～午後 5 時 

場 所；西部地域福祉センター 会議室１～３、研修室 

 

～もっと障がいについて理解を深めるために～ 

ともに暮らす地域交流会Ⅴ 
 

佐倉市障がい者団体等連絡会と佐倉市ボランティア連絡協議会（Ｖ連）は、これま

で地域交流会を開催してきました。この『ともに暮らす地域交流会』を通じて障がい

のある人もない人も、ともに暮らしやすい社会を目指しています。 

第１部で、身体障がいのある方の暮し方や日常の困りごとなどの発表と車いすの体

験学習を行います。第２部ではいくつかのグループにわかれて話し合いを行います。

この場がともに理解を深める交流の場になれば幸いです。 

 

次  第 

○開会 （司会・進行 佐倉市ボランティア連絡協議会副会長） 

○主催者開会の挨拶 （佐倉市障がい者団体等連絡会会長） 

○後援者の挨拶   （佐倉市福祉部障害福祉課課長） 

 

第１部 （1 時 10 分～2 時 20 分） 

＊身体障がいのある方の暮し方や日常の困りごとなどの発表 

      佐倉市身体障がい者の会  

    ＊車いす体験学習 

 

 休憩ほか （2 時 20 分～2 時 35 分） 

 

第２部 （2 時 35 分～4 時 55 分） 

    ＊分科会 グループに分かれて話し合い 

    ＊全体会 グループ発表・全体のまとめ  

  

○後援者の挨拶   （佐倉市社会福祉協議会会長） 

○主催者閉会挨拶  （佐倉市ボランティア連絡協議会会長〉 

 

主催：ともに暮らす地域交流会 実行委員会 

佐倉市障がい者団体等連絡会 

佐倉市ボランティア連絡協議会（Ｖ連） 

後援：佐倉市 

佐倉市社会福祉協議会 
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２．発表団体・主催者団体紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～  主 催 者 団 体 紹 介 

～ 

～ 発表団体紹介 ～ 

佐倉市身体障がい者の会 
 

佐倉市に在住する障がいの方・家族・会に賛同される方で構成されています。 

年５～６回志津コミュ二ティ-センターで懇親会・勉強会を開いて会員やその家族同士

の交流を深めたり、障がい者のとりまく諸問題について考え理解し、障がい者の住み

やすい社会づくりのために活動しています。 

毎月第一日曜日には佐倉市障害福祉課と佐倉市社会福祉協議会に御協力頂き、市民体

育館で卓球を行っております。 

 

佐倉市障がい者団体等連絡会 
 

佐倉市内で活動している障がい者団体が、種別を超えて連携していくために、平成

１９年６月１７日に結成されました。現在、佐倉市手をつなぐ育成会、佐倉市身体障

がい者の会、佐倉市ろう者協会、佐倉市精神障害者家族会かぶらぎ会、印旛地区自閉

症協会佐倉支部、ＮＰＯ法人さくらクローバーの会、ＮＰＯ法人木ようの家、ＮＰＯ

法人佐倉地域精神障害者支援会ＳＳＳつばき会、手をつなぐ・さくら(支援団体)の９

団体で活動しています。 

 

佐倉市ボランティア連絡協議会＝Ｖ連 
 

佐倉市内で、ボランティア活動を行っている団体と個人で構成されています。 

運営委員会や懇談会、ボランティアのつどい等の行事を通して、ボランティア同士

の交流や情報交換・協力し合うことができます。１つのグループ、１人のボランティ

アではできないことも、他のボランティアと連携することで、今までとは違う活動が

可能になります。 

力を合わせることで、住みやすい地域になることを願いながら、Ｖ連は活動していま

す。 

～ 主催者団体紹介 ～ 
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３．第１部 発表の記録 

 

『障がいをおって』                 佐倉市身体障がい者の会 

 

（１）自己紹介 

身体障害者手帳２級を持っています。現在、両親と妻の４人暮らしです。遊ぶこ

ととお酒が大好きな不良中年？です。佐倉で 30 年以上ボランティア活動をしていま

す。 

（２）障がいをおった日 

24 才の時、仕事中の爆発事故（労災）、運ばれた病院は国立習志野病院。３日間、

意識不明のままで気が付けば左足下腿切断２分の１、右手機能全廃、ものすごい激

痛でした。手術中に何度か心臓が止まったと聞いています。事故の前年に結婚し子

どもが生まれたばかり、いままで当たり前にできた、起き上がることも歩くことも

文字を書くこともできない。社会復帰は絶望だと思いました。病室（３F）の窓から

飛び降りれば死ねると思い、死ぬことばかり考えていました。病院側も心得たもの

で窓から一番遠いベッドで動けない私は絶望感しかありませんでした。 

（３）立ち直り 家族と２人の看護婦 

子どもの存在が大きかったです。事故の翌日に子どもが病気入院（成田日赤病院）。

子どもの顔を数カ月ぶりに見たころに、ようやく病院の廊下で歩きはじめました。

子どものために頑張ろうと思う気持ちがわきあがりました。 

≪鬼の病棟婦長・看護婦≫ 

利き手である右手の機能が戻らないことを承知していた婦長は、利き手交換のた

めに、はしでの食事を命じます。ベッドに寝たままでの食事は大変です。家族にフ

ォークやスプーンを持ってきてもらうのですが、知らないうちに没収されてしまい

ます。塗りはしは使いづらく、一口も食べられず、周りにこぼれてしまいます。悔

しいのとお腹が空いても食べられない辛い思いをしました。 

リハビリテーション病院での訓練でも担当看護婦は妥協を絶対許してくれません。

「できなければ、できるように工夫しなさい」と言われました。例えば、左手だけ

でひもを結ぶには、そのひもを長くすれば結ぶことができます。毎日の工夫で少し

ずつできるようになりました。身体に障がいを負った人は工夫をしながら克服して

います。 

（４）疑問 

≪佐倉市には・・・・・・≫ 

私は、３年近く入院生活を送りました。２年近く訓練を受けたリハビリテーショ

ン病院は、神奈川県の厚木市にありました。その頃、東京・神奈川は全国でもトッ

プの福祉制度と先進施設がありましたが、千葉県は全国でも最下位を争う福祉後進

県でした。昭和 50 年代初めの佐倉市障害福祉課（福祉課）は障害手帳交付窓口と補

装具の申請窓口でしかありませんでした。あまりの違いに担当職員に改善を求め言

い争いをしました。 
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（５）ボランティア 

私がボランティアをするきっかけになったお話しをします。私の友人に視覚障が

いのご夫婦がいます。ご自宅でマッサージをして生活をされています。何度か自宅

に遊びに行った時、夕方になると自宅に明かりをつけ、路地の外灯をつけるので、

目が見えないのに、なぜだろうと不思議に思い、聞いてみると「路地を歩く人が暗

いと困るだろう。地域の方たちへの感謝の気持ち、部屋に明かりをつけないと近所

の人が心配する、心配かけないように明かりをつける。」と言う返事でした。 

答えを聞いた時、「人を思いやる気持ち」と「障がいがあってもできることがある」

とことに気づかされました。 

（６）現在 

千葉県健康福祉部の広域専門指導員をしています。千葉県には、全国に先駆けて

作られた障がい者に対する差別を禁止する県条例「障害のある人もない人も共に暮

らしやすい千葉県づくり条例」があり、印旛圏域で障がい差別の相談を担当してい

ます。 

相談事案は、障がいを知らないことが問題を大きくしているケースがほとんどで

す。皆さんは聞く耳を待っていますか？すべては相手の話を聞くことから始まりま

す。障がいがあるから助けようでは無く、まずは相手がどんなことに困っているの

かを聞いて、その困りごとを一緒に解決することではないかと思います。 

皆さんが「人を思いやる気持ち」があれば、住みやすい地域にきっとなると思い

ます。 
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４．「体験学習」計画 

 

ともに暮す地域交流会Ｖ 

～もっと障がいについて理解を深めるために～ 

 

『身体に障がいがある方を想定した車いす体験学習』 

 

○足などに障がいのある方を想定した車いす体験学習を行います。  

 ・高齢者の足腰が弱ってきた、歩行がおぼつかないために車いすを主に介助者に押して

もらう場合の車いす体験ではなく、足などに障がいがあるために移動手段（生活手段）

として車いすを利用する方を想定した体験学習です。  

（足が使えない、足に力が入らないことが大前提です。）  

○体験コースを４コース設けました。同時に実施し、参加者は複数のコースを体験してい

ただきます。 

○体験時間：１ :３５～２：１５の４０分（事前説明５分＋体験３５分）  

 

【体験コース】Ａコースは、雨天中止です。  

●Ａコース；建物の入口から道路までの斜路の自走を体験します。 

概要： 斜路の入口で車いすに乗り、途中で折り返し、道路（斜路の平坦部）まで上が

る。 

《以下は、次の方に引き継ぐための説明》 

道路（斜路の平坦部）で車いすから降り、車いすをたたみ、階段を車いすを

抱えて降りる。建物入口で車いすをセットし、次の体験者に引き継ぐ。  

  狙い：思った以上に斜路を登るのが大変であることを実感する。  

  道具：自走式車いす２台（交互に２台（２人）で体験できる）  

  ボランティアは：斜路や段差で困っている方がいたら声を掛ける。  

 

●Ｂコース；自動トビラを通過し、エレベーターに乗り２階まで上がる体験をします。 

概要：建物入口で車いすに乗り、自動トビラの前で一時停止（20～30ｃｍ手前）し、

ドアが全開になったら通過する。エレベーターの前まで行き、ボタンを押して

エレベーターに乗り２階に行き、後ろ向きでエレベーターを降りる。 

《以下は、次の方に引き継ぐための説明》 

車いすから降り、車いすを押してエレベーターに乗り、建物入口まで車いす

を持ってきて、次の体験者に引き継ぐ。 

  狙い：①車いすの接近に対し自動トビラがどのように開くのかを体験（思った以上に

接近しないとトビラが開かない）、②エレベーターの狭い空間への乗り降りの

困難さの体験と③エレベーターのボタンを押す体験（実際の車いす利用の場合

のボタン等の押しやすさ・押し難さ、狭い空間での乗っている人との距離間な

ど）をする。 
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  道具：自走式車いす２台（交互に２台（２人）で体験できる）  

  ボランティアは：エレベーター前の狭い空間での乗り降りに苦労している方がいたら

声を掛ける。 

 

●Ｃコース；室内に設置したＳ字コースを自走（前進、バック）する体験をします。 

概要：室内にイスでコースを作り、そこを前進とバックで自走する。  

  狙い：①狭いところを曲がりながら直進、バックすることの大変さを実感する。②視

線が思った以上に低いことを実感する。   

  道具：自走式車いす４台（４コースを設ける。同時に４人が体験できる）  

  ボランティアは：狭い空間での車いすの切りまわしに苦労している方がいたら声を掛

ける。 

 

●Ｄコース；（室内）車いすからイスに移乗する体験をします。 

概要：車いすとイスをセットで置き、車いすからイスに足の力を使わずに手のプッシ

ュアップだけで移る体験をする。 

  狙い：足が使えない、足に力が入らない状態で移乗するのがいかに大変かを実感する

（  腹筋が必要なことを感じる。）。 

  道具：普通の車いす６台（６人同時に体験できる）  

以上 



7 

 

５．第２部 グループ意見交換会の記録 

 

当日の参加者は 49 人でした。事前学習会からの参加は、19 名です。 

参加者の内訳は、障がい者団体等 12 人、Ｖ連・ボランティア 22 人、市社協・地区

社協・民児協 13 人、その他２人です（内訳は、主催者による分類）。 

 第２部では、５グループに分かれて意見交換をいたしました。以下、その意見等の

概要です。 

 

【Ａグループ】 

□発表者のまとめ（意見） 

健常者と障がい者の溝は思いのほか深いと感じました。お互い相手の事を考えて

いかなければいけない。グループの中に知的障がいのあるお子さんがいる方がいて、

30 年前に自分の子どもを育てていた時と福祉をとりまく環境が変わらないとおっし

ゃるのを聞き非常に驚きました。このような集まりが、知っている人たちの集まり

であってはいけないと思いました。               （文責：Ｖ連） 

■意見交換 

○参加者 

障がい者、重症事故遭遇者、家族に障がい者がいる方、支援・ケアを仕事とする

方、ボランティア等であり、それぞれの立場からの有意義な意見交換であった。 

○発表者のお話しについて  

被災からの立ち直りには、周囲のサポートが大切であることを再認識した。発表

者には、加えて、家族を思う気持ちと障がいを克服するという強い意志があった。

大変な、しかし、貴重な体験話をして下されたことに感謝する。 

○発表者のお話から学ぶこと････障がい者への声かけ 

・健常者からの協力・手助けのキッカケは、声かけであることを知ろう。声かけに

ついて、多くの障がい者はそれを求めていると理解してよいが、思いやりの心を

もって、相手が必要としているか否か、外聞を気にせずに受け入れるよう、タイ

ミングや周囲の状況を考えることが大切である。どんな手助けが必要なのかは、

普段のコミュニケーションが大切。交流が大事。お互いを知り合うことが大切。 

・障がい者を見かけだけで判断せず、困っていることを正しく理解しよう。 

・今健常でもいつ障がいを持つかもしれないという考えは常に持つべきである。 

・声かけが挨拶がわりになるとよい。 

・とにかく我々は声かけが交流・支援への第 1 歩であることを理解して、思い切っ

た体験を積み重ねよう。“とりあえず声をかけよう”断られた時はその時、声をか

けずに後悔するよりは良い。理解のはじまりは遠慮なし。 

・本当に困った時は自分から頼むのでは？やたらに声をかけることには疑問がある。 

・日常、人の助けがないと暮らせません。お願いすることが多いので、なかなか自

分から声を出せない人もいるということもあります。 
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○障がいの受容と交流の拡大 

 ・ケアに係る者は事情が許す限り、規則・規定外でも、より障がい者が広く社会と

つきあえるような機会づくりをすることが大切。 

 ・米国では、障がい者が支援を受けることは権利という認識を持っているという。

自らの状況を受容し、地域と係ることも大切である。 

 ・この交流会にも、より多くの障がい者が参加されるとよい。 

○地域としての障がいに対して理解を深める 

・地域（町内・隣人）の中で障がいについて理解を深める行動が極めて少ない。住

民・家族・当事者それぞれが情報・係わりを避ける傾向がある。 

・精神の場合、偏見・誤解が辛い。周囲が病気を治すという意識を持ってほしい。 

・自分自身、過去に辛い思いをした。障がいのある子どもがいて、地域の人に理解

してもらおうと外にでて知ってもらおうと努力したが、心ない言葉などで深く傷

ついた。 

・地域の中で一人ひとりが障がい者との係わりを深めるような行政、福祉団体、当

事者の具体的施策がより多く展開されるべきである。 

・地域毎の交流会の開催は不可欠である。地区社協・民生委員等は身近な情報を集

める努力が望まれる。そして、権威ある人の話を住民に聞いてもらう機会づくり

をしてほしい。自治会の集会を利用して、障がい者理解のコンセンサスづくりを。    

知識としてではなく、支援の実践につながる社会づくりを。 

・障がい者関係団体は、行政他への働きかけをより強める必要がある。 

 

【Ｂグループ】 

□発表者のまとめ（意見） 

健康であることが当たり前だと思っていましたが、実は本当は幸せなことなんだ

と思いました。私は発表者に障がいがあることに今まで気が付きませんでした。グ

ループに視覚障がいの方がいて、目が見えない分、五感が鋭い方だと思いました。 

ともに地域で暮らす地域交流会ということですが、私自身は障がいのある方と接

することは苦手だと思って避けてしまっていました。「苦手意識」を捨てる。まずは

挨拶から始めてみて相手を少しでも理解しようとする気持ちが大切であることに気

が付きました。                        （文責：Ｖ連） 

■意見交換 

○車いす体験 

・車いす体験は初めて。足の不自由な人にとって車椅子は身体の一部なのだなぁ。

少しだけど体験できて良かった。 

・車いすを使うのに体力がいる。自分の足がだめになったらどうなるのだろう。 

・車いす支援の経験はあるが、自分が乗るのは大変だ。難しかった。 

○体験発表の感想 

・気軽な気持ちで参加したが発表者の話に衝撃を受けた。59 歳は自分と同年齢だ（涙）。 

・数え切れない涙だったろう。死にたいことも何度もあったろう。車いすの友人は

いるが、自分は乗らないようにしたい。目が見えないけど押すのはできるかな。 
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・発表者が身体に障がいがあることは前から知っていたが、ここまで大変だったと

は知らなかった。自分を克服して人生を渡っているのだなあ。そして自分のこと

だけでなく県の仕事もしている。すごい！ 

・想像を絶するつらい体験をよく受容できたなあ。そして今ボランティアとしてや

っている。障がいのある人がボランティアをやることがあることに気付かされた。 

○地域で障がい者を見かけたら 

《ボランティア、一般市民から》 

・ボランティアをしている。居場所に出て来られる人は良いが、来られない人がい

る。家でどうしているのだろう。何かお手伝いできないだろうか？ 

・街で出会った時、相手のことを知らない場合、目をそらしてしまう。 

・ろう者のお手伝いをしたくて手話の練習を始めたが、まだ慣れなくて練習場所で

相手（ろう者）の方でなく健常者の方に向かってしまう。 

《当事者、家族から》 

・自分は好きで障がい者になったわけではない。挨拶をしてほしい。目の悪い人に

出会った時は、必ず相手の前に来て挨拶・声かけをしてほしい「何かお手伝いし

ましょうか？」と。 

・街で知らない相手（障がい者）に出会い目をそらす（相手を避けてしまう）ので

はなく、外見からは分からないが苦労している相手のこと、障がいついてよく知

ってほしい。信頼関係ができると自分の悩みを聞いてほしいのです。 

・自分のことを知ってくれている人をたくさん欲しい････これは私の「財産」です。 

・外見からでは分からない障がいを持っている人も同じです。 

 

【Ｃグループ】   

□発表者のまとめ（意見） 

体験コーナーでは、坂道が怖かった。車いすに座って目線が低いことに気が付き

ました。 

発表者の話では、神奈川と千葉ではリハビリ施設や訓練が違うということを知り

ました。千葉をもっと発展させるには当事者がもっと声をあげることが必要だと思

いました。 

子どもとその保護者などボランティアに関心のある人はたくさんいると思います。

そういう人をひっぱりあげるには、地域のコーディネーターやネットワークづくり

が大切だと思いました。ボランティア自身の勉強が必要だとも思いました。                             

（文責：Ｖ連） 

■意見交換 

○車椅子体験より 

・今までに車いすの介助はあるが、自走したことはなかった。 

・Ｓ字は、大変だった。ずっと登りも大変だったが、下りは怖いのでは？ 

・まっすぐが、以外と大変だった。 

・椅子から車いすに移るのは、難しかった。 

・車いす体験は、自分でやってみてはじめてわかる。 
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○発表者のお話より 

・外見からはわからないが、お話を聞いて驚きました。 

・ある日突然体が動かなくなってしまう、それを乗り越えていくたいへんなご苦労

があった。 

・町を歩いている方は、いろいろなことを乗り越えてこられた方。そこにいたるま

でが大変だったと思う。 

○千葉県と神奈川県の違い 

（グループの参加者の「身体障がい者の会」の方のお話を含め） 

・千葉県と神奈川県ではリハビリの施設が全然違う。千葉県は高齢者の施設が多く、

神奈川では、事故の方専用の施設があり、脳疾患・心疾患の方と分かれている。

リハビリ用の体育館やプール、車いすの過酷なコースがある。きびしいリハビリ

は自信になる。 

・千葉は中心になる医師がいなかったので、神奈川のようにはならなかった。 

・なぜ神奈川をお手本にしなかったのか？ 

・神奈川は、労働組合も強いし、長い歴史の違いがあり、進んでいる。千葉では歴

史もないので、当事者自体が働きかける必要があるのでは。 

・千葉県のリハビリテーションセンターにもっとがんばってもらいたい。 

・35 年前の佐倉市の対応は、障がい者手帳の交付だけであったが、今は違ってきて

いる。最近はいくつもの委員会ができた。障がい者団体に資金は出ているが調査

はしていない。今の方々は個人で情報を入手するが『会』には入らない。 

○ボランティアとして 

・私たちができることは、ボランティアである。 

・余分な手を出さないことと「困っていることがないですか？」の声かけである。 

・輪を広げるには小さい頃から育てる。大人もやらなくてはだめである。 

・日本人は何かをしてあげたいという潜在ボランティアが多いのではないか。潜在

ボランティアの人が出会う場所がない。行政がマンパワーをうまく引っ張り出す

ことだ。志を持っている人と困っている方がつながらない。 

・ネットワークが大事。 

・ボランティアの方はなんでもやってしまうが、本当に手伝ってほしいところだけ

手伝いたい。ボランティアも勉強しないと。 

・勉強はしているので実践に移りたい。 

・困っている人とのマッチングがほしい。そういう仕組み・組織がほしい。コーデ

ィネーターがほしい。 

・障がいのあるお子さんを援助するだけではなく、その保護者も援助する。 

○どうしたら障がいのある方によりそえるか？ 

 ・行政との隙間をうめるボランティアになりたい。 

 ・ひとりでもボランティアが増えると良い。皆がつながっていくと良いのでは。 
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【Ｄグループ】  

□発表者のまとめ（意見） 

身近にいろいろな人がいることが良くわかりました。障がいのある人のことを考

えて施設がつくられていません。理解することが第一歩。声かけが大切。怖がらず、

おそれず声をかけていくことが大事です。            （文責：Ｖ連）                         

■意見交換 

○車いす体験より 

・車いすを見たことはあるが、乗ったのは初めて。 

・腕の力がいるなぁ～と･･坂を上った時は特に大変。 

・毎日乗っていれば上手になるかもしれないけど大変。 

・立っている私たちと車いすに乗っている人では目線が違う。道のデコボコもすご

く感じる。 

・車いす利用者には、この建物のトイレは使いにくい。当事者の意見を聞いていな

いのではないか。ただ付ければ良いのではなく、使いやすさが大切。 

・障がい者トイレは洋式にすれば良いということではない。大型スーパーなどにあ

るので見てみてください。  

○発表者のお話より 

・発表者は、バイタリティーがあると思う。  

・発表者に障がいがあるとは全然知らなかった。びっくりした。  

・発表者と知り合ったのは事故にあって２～３年くらいの時だろうか。なんと前向

きな方なのだと思っていた。  

 ・子どものころ目黒に住んでいた時に義肢センターがあった。それを思い出した。  

・母がリハビリセンターにも行っていた。リハビリはかなり過酷。佐倉市は遅れて

いるのか、肢体不自由の子どものいる人が長野に転居した。  

・佐倉は遅れている印象。 

・中途障がいの方は、大きなショックだろう。どちらに転ぶかによって、障がいを

受容できずに生きるか、前向きに生きていけるかが決まるように思う。 

・自分は中途障がいではないが、受容できなかった。当事者の会など嫌悪感があっ

た。年を取ったからかもしれないが、できないことはできないと言えるようにな

った。若い頃は肩肘を張っていた。サポートの声かけに「いいです！」とか言っ

ていた。 

・高校の同級生に交通事故で足を切断した子がいた。退院してからが現実と向き合

う。この現実をどう受け入れるか。  

○地域で障がいのある方と接して行くためには 

・自分には何ができるか、何もできないが、声をかけることはしている。  

・手助けはなかなかできない。 

・母がボランティアで身体障がい児の送迎をしていたので抵抗感はないが、自分の

体もだんだん動かなくなってきた。 

・障がいのある人にどう接したらいいのか。かわいそう、大変とは言わない。一人

ひとり違うので。 
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･本人に聞いてみるのが良いのでは。どう接したらいいかと考えるのは、日本人らし

いということじゃないですか。 

・障がい者は人の目が気になる。割り切れば大丈夫なのだと思うが、完全にはふっ

切れない。 

・友人の子に障がいがある。小さいころから関わっているので、出かける時も一緒

に行く。負担にならないように声かけ。普通に接している。 

・障がいがあってもボランティア（人のために何か）はできる。 

・スーパーの身体障がい者用駐車場に止めている人がいる。何を考えているのかと

思うが、注意できない。 

・精神障がいの方はどう受容されているのか。  

・精神障がい者は見た目ではわからないことが多いので、誤解されやすい。本人も

大変だが、家族が大変。 

・精神疾患になると引っ越す人も多いが、子どものころから住んでいるということ

で、周りの方の理解に繋がっていくと思う。 

・いろいろ聞かれないことが好意的な配慮なのだと思う（こちら側も好意的に受け

止めています。）。 

・近所に住む聴覚障がいの方が、犬の散歩をしていると避けて通られるのが一番シ

ョックと話していた。手話を知らなくても、きっかけがあればコミュニケーショ

ンは取れる。自然に接して。  

・ある作業所でボランティアをしようと思ったら、ボランティア講座を受けないと

できないといわれた。でも講座はやっていない。それじゃあできないと思った。 

・障がいを知るのは、接して知っていくのが先なのか、学んで知っていくのが先な

のか、どっちなのだろうか。 

・障がい者は酒もタバコも飲まず、ギャンブルもせず、健気でまじめでなければい

けないとか、障がいを受け入れ前向きに生きなければいけない･･という考えを私

たちは無意識に思っていないか。障がいがなかなか受け入れられずにもがいてい

ても、それでもいいんだと。お酒を飲んでもタバコを吸っても、それは、普通の

ことだと。そう思えるか。  

・障がいを知るのではなく、目の前にいるその人を知ることが何より大切だと思う。  

 

【Ｅグループ】  

□発表者のまとめ（意見） 

車いす体験で操作が難しかった。街の中には、放置自転車や点字ブロックなどが

あり大変なのではないかと思いました。車いすでは子どもの目線と同じ位置でくわ

えたばこが危ないと思いました。発表者のどん底から立ち直った話は感激しました。

相手の立場になって考えることが大事だと思います。       （文責：Ｖ連）                         

■意見交換 

○発表の感想 

 ・発表者に障がいがあることと障がいの内容を今日初めて知った。今まで、友人、

仲間として接してきて、お話がとても身近なこととして感じられた。 
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 ・自分の障がいを受け止めることができた後、前向きに生きて、さらに障がい者と

て、自分には何ができるのか(ボランティア)を考えているところが尊敬できる。 

 ・発表者自身も強い方だが、まわりの方々の力に支えられているということがわか

った。 

 ・発表者との出会いは、ありがたかった。自分の生きていく基準が変わった。 

 ・発表者をこれまでボランティアの方だと思っていた。窓際に行きたいという思い

をふっきるまでのお話を聞き、リハビリや様々な障がいを乗り越えようと努力す

ることでふっきれたのだと思った。 

 ・障がいがあっても、誰かのために役に立とうとする気持ち。マッサージ師の視覚

障がいのご夫婦の行動に心動かされたお話にも感動した。 

○車いす体験の感想 

 ・今回の体験学習は楽しかった。指導の方のちょっとした助言で上手く走行できた。 

 ・車いすに座ったのは初めて。左右の腕の力加減が難しく、なかなか真っすぐに進

めなかった。 

 ・自走を体験して、大変な思いをされていることがわかった。車いすは押す方が楽。 

 ・予想以上にスペースがいる。街の中での障害物(自転車等)また、点字ブロックも

車いすの走行を難しくしていると感じた。 

 ・走行中にひっくり返りそうになった。体重のバランスが難しい。腹筋も背筋も腕

の力も全て必要。また、視線が低くなり子どもの目線になる。以前に言われてい

たくわえ煙草の被害に遭いやすいと思った。 

 ・視線が低くなるとともに、視野が狭くなると感じた。前方に注意をすることが精

一杯で、横や後ろに気を配ることが難しかった。 

○障がいのある方の地域の暮し 

 ・発表者のお話にもあったが、以前は障がい者やその家族が相談に行く場所が少な

かった。障がいのある息子を抱えて、姑の世話、母の世話等１人で３つも４つも

抱え込んでしまった時、将来への不安や、過度のストレスで、自分自身が神経症

や失語症にかかってしまった。 

今でも実際にこのような場に出て話をするのが難しい状態。10 年、20 年と治る

見込みがないとなかなか希望が持てず、家族も引きこもりがちになる。 

 ・家族会に入ると、相談やお茶飲み会の中で分かち合うこともできる。勉強するこ

ともできる。 

・障害のある子どもを持つお母さんは、悩みを地域や同級生の家族にあまり打ち明

けられない。偏見があるのではないかという不安もあって、１から 10 まで話せな

い。 

 ・介護等、1 人で抱え込んでいた時、社協や地域の方に、『助けて～』と意思表示を

した。ちゃんと助けてくれる人がいる。……自分から『助けて』と言える人は少

ないのが現実。 

 ・佐倉で障害手帳を持っている方で、家族会に入っている方は、1／4 程度。今でも

家族で抱え込んでいる方がたくさんいらっしゃるという現状がある。 

 ・社協も障がい者への支援がまだまだ弱いところ。直接的な支援が難しく、ボラン

ティアセンター等があるが、なかなか支援しきれていないのが現状。 
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○地域でともに暮すには 

 ・前向きに進む、ふっきるタイミングというのが見いだせれば… 

 ・障がい者を見守る、声かけをするというのもまた、難しさを感じる。困っていそ

うだなと思っても、声をかけるには勇気がいる。悪い例として、「どう？最近」の

ような、答える方が困る声かけは意味がない。 

 ・施設での散歩ボラで障がい者の方とお話するが、今日の会話は大丈夫だっただろ

うかと不安になる時もある。それでも、こんな私でも待っていてくれる人がいる。 

・子どもの頃から障がい者の方とともに暮らしているという環境が必要。障がいが

あることが“特別”という意識をなくしたい。お互いに知り合うことが大事だと

思う。 

 ・手をつなぐ・さくらでは、月２回サロン活動をしている。かぶらぎ会でもサロン

がある。どなたでも受け入れていて、思いのままに話すことができる。答えは出

ないことがあっても、みんなで共有できる時間と場所があることが大事。このよ

うな場所(サロン)に出てこられない方がいらっしゃるのも現実。 

○さらに、これからは 

 ・自閉症、発達障がいなど、障がいの範囲が広がりつつある。 

・障がい者が利用できる便利な情報がまとめられたものがあるといい。例えば障が

いがあっても受け入れてくれる歯医者さんとか…。 

 ・例えば、障がい者用のトイレは広いが、車いすの方には使いやすいが、視覚障が

いの方には使いにくい。黄色の点字ブロックは、視覚障がいの方には必要だが、

高齢者や車いすの方には危険な場合がある。すべての障がいに対して対応できる

わけではない。 

 ・障がい者や家族の方とともに暮らしていくには、心のバリアフリーが大事。信頼

関係、お互いの考え方を理解し合うことも大事。 

 ・障害について知る、理解をするということは、相手の立場に立つということ。相

手にとって何が大事なのかがわかってくる。このような場(交流会)があったこと

がよかった。 
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資料１．アンケート結果 

 

回収枚数２８枚 

『第１部の身体障がい者団体の発表はいかがでしたか？』 

１．理解できた ２０人 

２．まあまあ理解できた ８人 

３．あまり理解できなかった  

４．理解できなかった  

 

『今まで身体障がいの方を想定した車椅子体験に参加したことはありますか？』 

１．今回が初めて ２０人 

２．２回以上 ７人 

３．その他 １人 

 

『身体障がいの方を想定した車椅子体験を通して感じられたことをお聞かせください。』 

《体験してみて》 

・障害の方にとっての車いす、必需品ですね。 

・車いす体験良かった！ 

・実際の障害者の目線にたてて良かった。 

・力を入れたら前があがってしまったり、回るのも考えながらやりました。少しで

もけっこう腕が疲れた。車いすを使って生活することが大変なんだと分かった。 

・視野が狭くなった感じがした。バックが怖い。自分のスペースが良く分からない。 

・とても分かりやすくて、少しのヒントが楽に車いすを動かすコツになった。目線

が幼児と同じということに気づかされ、体験することの大切を知る。 

・人一倍の体力を使うことが分かった。 

・スロープが急だと困るが長いのも疲れる。 

・自分が体験することによって分かったことも多く、良かったと思う。 

・設備の不備や使いづらさが実感できた。行政の方に是非体験していただき、改築

や新しく作る時には考えていただきたい。 

・一つの体験としてとても良かった。１回では分からないが大変だ！ 

・乗ってみて分かった。 

・実体験は初めてで、移動の困難さが分かった。 

・上半身の筋力の重要性を痛感しました。腕だけではなく、肩の筋力、腹筋の重要

性を感じました。 

・相手の理解はその立場に立つことが大切であることを障がい者に対しても同様で

あることが分かった。 

・障害を持たないようにしたい。 

・車いすの操作は難しかった。 

・思いのほか力が必要？ 
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・ゆっくり静かな移動をしないと、思った以上に振動がある。習うより慣れること。 

・使用する方の大変さを知りました（想像以上）。とても良い経験でした。 

・やはり自分で車いすを操作するには体力がいると思いました。 

・実際に障がいになったら生活していくのはとても大変なことだと思いました。 

・障がい者の立場になって考えることができた。 

《企画に対して》 

・体験したことだけで終わらず、その背景まで想像する力がいるのだと思います。

想像力を膨らませるワークもいいかもしれません。 

・良い企画でした。 

 

『第２部のグループに分かれての意見交換で自分の考えを発言できましたか？』 

１．ほぼできた ２６人 

２．あまりできなかった １人 

３． 無回答 １人 

 

『今回の交流会に対し、ご感想・ご意見・今後の企画等についてお聞かせください。』 

《交流会に参加して》 

・とても刺激を受けました。相手を知る。立場を知る。理解することの大切さ。そ

して今日自分に出来ることをしていけたら････と背を押していただきました。発

表者からは以前にも勇気をいただき、今日を新たに････。ありがとうございます。 

・たくさん話して仲良くなりました。楽しい一日でした。今日は大成功でしたね。 

・大変ためになりました。 

・もっとたくさんの方に参加していただきたいと思いますが、１回の人数としては

とても良い人数だと思いました。グループでもみなさんたくさん話されていまし

た。 

・今回も新しい方との出会いがあり有意義な時間でした。 

・有意義でした。また企画してください。 

・良かった 

・初めて参加しましたが、障がいがある方のご苦労がひしひしと感じました。 

《今後に向けて》 

・障がい者もボランティアをしたい人ももっと声をだしていきやすい地域づくり 

・知的障がい者の対策なども開催してください。 

・関係者が多いというご意見、その通りだと思います。それ以外の人たちにどう広

げいくのか、常に考えなければいけませんね。努力しているのは分かったうえで

です。 

・今後とも続けて欲しい。もっと多くの参加者が来る工夫を。 

・参加者の増加。特に新しい方の参加が課題です。 

・より多くの人に参加してほしい。 

・もっと地区社協など人数を集めて欲しかった。 

・もっと地区社協の会員さんの参加が欲しい（地区として障がいを理解する必要が
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あるため） 

・①もっと地区社協や一般の方の参加を増やすと良いと思います。②当事者、家族

の参加も増やせると良いと思いました。③ディスカッションはテーマをもう少し

明確にすると、議論はしやすいか？ただ交流の場であればこれで良いのか？ 

・地区を変えて複数回やってみるのも良いのでは。地区社協の方も関心をもった方

もいたので、共催してみてもいいと思います。ありがとうございました。 

・グループ討議後のまとめ、発表方法を工夫した方が良いのではないか。車いす体

験の方法が分かれていたのは理解しやすく良かった。 

・終了を４時がいい。５時は長すぎる。  

 

以上 
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資料２．チラシ 
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資料３．ちいき新聞 2013.11.8 記事 「ともに暮す地域交流会Ⅴ」案内 
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～もっと障がいについて理解を深めるために～ 

ともに暮らす地域交流会Ⅴ 

 記 録 集 

 

平成 26 年３月 

 

発行   ともに暮らす地域交流会 実行委員会 

実行委員 佐倉市障がい者団体等連絡会 

佐倉市ボランティア連絡協議会（Ｖ連） 

佐倉市社会福祉協議会  

 
ありがとう 
 


